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新
製
品
の
使
用
感
に
つ
い
て

　

音
楽
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
は
も
と
よ

り
、
ゲ
ー
ム
や
映
像
作
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
、
広
告
・
販
売
促
進
ツ
ー
ル
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
制
作
、
そ
し
て
製
版
、
印
刷

ま
で
を
担
う
株
式
会
社
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュー

ジ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
。
多
く

の
印
刷
物
を
手
が
け
る
同
社
で
は
、
10

年
程
前
か
ら
生
産
管
理
本
部
の
デ
ジ
タ

ル
グ
ラ
フ
ィッ
ク
ス
ス
タ
ジ
オ（
D
G
S
）

に
カ
ラ
ー
エ
ッ
ジ
を
導
入
し
、
フ
ォ
ト
レ

タ
ッ
チ
、
製
版
工
程
に
お
い
て
徹
底
し

た
品
質
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
生
産
管
理
本
部
D
G
S

次
長
の
二
之
方
敦
氏
を
は
じ
め
、
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、田
中
勤
郎
氏
と
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
吉
田
氏
に
新
・
カ
ラ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
液
晶
モ
ニ
タ
ー
「C

o
lo

rE
d

g
e 

C
X

240-C
N

X

」
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

そ
の
使
用
感
を
伺
っ
た
。

二
之
方　

弊
社
で
は
、
す
で
に
前
モ
デ

ル
のC

o
lo

rE
d

g
e C

G
241W

を
導

入
し
て
お
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
本
部

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
作
業
す
る
モ
ニ
タ
ー

も
す
べ
てE

IZ
O

の
汎
用
モ
ニ
タ
ー

F
le

x
S

c
a

n

の
上
位
機
種
を
使
用
し
て

い
る
の
で
、
基
本
的
に
色
管
理
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
提
携
し
て
い

る
印
刷
会
社
数
社
で
、独
自
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
を
共
有
し
、
運
用
し
て
い
る
の
で
、

仕
上
が
り
イ
メ
ー
ジ
を
正
確
に
モ
ニ
タ
ー

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
本
部
で
出
力
す
る
カ
ン
プ
、

D
G
S
で
出
力
す
る
校
正
紙
、
印
刷

会
社
で
出
力
す
る
最
終
印
刷
物
が
、

ほ
ぼ
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
て
い
ま
す
の
で
、

刷
り
直
し
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

田
中　

デ
ザ
イ
ン
作
業
は
い
つ
も

F
le

x
S

c
a

n

を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

今
回C

o
lo

rE
d

g
e C

X
240

を
使
用

し
て
み
て
、
ほ
ぼ
違
和
感
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
や
は
り
格
段
に
色
が
キ
レ

田中勤郎
Norio Tanaka

1966年生まれ。アートディレ
クター。C Dジャケットを中心
にツアーグッズ、広告などを手
がける。代表作にa n d r o p、
t h e b r i l l i a n t  g r e e n、
CHEMISTRYなど多数

信頼のおける色管理でクリエイティブ環境を向上

Vol.1　株式会社ソニー・ミュージックコミュニケーションズ編

EIZO「ColorEdge」新シリーズで 
カラーマネジメントを極める

右から生産管理本部D G S次長の二之方
敦氏、クリエイティブ本部のアートディレク
ター、田中勤郎氏、デザイナーの吉田航氏

現在のワークフローは、モニターの色管理を
徹底するため、毎日手作業ですべてのモニ
ターを同じ設定値にキャリブレーションしている

グラフィックデザイン、デジタルフォト、CAD、CGアニメーション、出版、印刷。
デジタル・ワークフローが一般化したクリエイティブ現場では、
モニターの表示する色がクオリティの効率化の鍵を握る。
これらの要求にハイレベルで応えられるモニター「EIZO ColorEdge」。
本誌では3号連続で、2012年新製品「ColorEdge（カラーエッジ）」の魅力を
伝えるべく、クリエイティブの現場に潜入。
第一回は、株式会社ソニー・ミュージックコミュニケーションズの
アートディレクター、田中勤郎氏のCDジャケット制作現場に伺った。

ColorEdge CX240-CNXで
CDジャケットをデザイン
人気ヒップホップグループH O M E M A D E 家族の
ニューアルバム『3R I S E』のジャケットデザイン。 

カラーエッジ新シリーズを使用し制作していただき、
そのワークフローを取材した。

Works with ColorEdge CX240-CNX

アルバムタイトルの『3R ISE（サン
ライズ）』から太陽光をイメージし、
感光した風合いで撮影

“サンライズ”を
テーマに撮影01

ColorEdge CX240-CNX

デザイン、デジタルフォトなどのクリエ
イティブワークを、常に正確な色表示
でサポート
コレクションセンサー内蔵
24.1型カラーマネジメント液晶モニター 

お問い合わせ先  ：  株式会社ナナオ
www.eizo.co.jp

7 0120-956-812

シビアな色管理のもと、プロファイル
に忠実に印刷された完成版（初回限
定版）。モニター上で確認した色味
どおりに仕上がるため、クリエイティビ
ティを存分に発揮できる

CDジャケット
完成04

カラーエッジを
使用してデザイン02

カンプとの差もほとんどなく刷り上がった。より暖かみを加味すべく、色調補正の指示を出す

DGSで同じ色管理のもと、製版作業へ移行。
イメージを共有できているため、その後の補正
も実にスムーズ

DGSにて製版作業03

4C+ハイグロスニスで印刷。指示通り再校で美しい仕上がりに。何度も色校を繰り返さずに完成

再校

イ
で
す
ね
。
階
調
表
現
も
滑
ら
か
で
す

し
、
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も
、
白
浮
き

や
色
変
化
が
な
い
。
黒
色
が
と
て
も
引

き
締
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
田　

m
a
c
のC

in
e

m
a D

isp
la

y

と
比
べ
る
と
、
画
面
に
映
り
こ
み
が
な

い
こ
と
や
色
味
の
違
い
は
と
て
も
感
じ

ま
す
ね
。
ま
た
、
カ
ラ
ー
エッ
ジ
は
、
カ

ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
に
優
れ
て
い
る
の
で
、

今
ま
で
以
上
に
デ
バ
イ
ス
間
で
の
作
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

田
中　

普
段
か
ら
モ
ニ
タ
ー
の
表
示
を

信
頼
し
て
作
業
で
き
て
い
る
の
で
、
そ

の
後
の
工
程
で
も
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が

計
り
や
す
い
で
す
し
、
色
校
も
最
小
限

で
済
み
ま
す
。
短
納
期
の
仕
事
も
多
い

で
す
か
ら
ね
。
現
状
に
ス
ト
レ
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
カ
ラ
ー
エ
ッ
ジ
ほ
ど
の
色

再
現
・
階
調
特
性
を
持
つ
モ
ニ
タ
ー
を

デ
ザ
イ
ナ
ー
も
導
入
す
れ
ば
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
に
も
繋

が
り
そ
う
で
す
。

二
之
方　

新
製
品
は
再
調
整
が
自
動
で

で
き
る
の
で
、
か
な
り
効
率
化
が
図
れ

そ
う
で
す
ね
。

田
中　
一
度
外
付
け
セ
ン
サ
ー
で
調
整

し
た
値
を
記
憶
し
て
以
後
自
動
で
調

整
す
る
セ
ン
サ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
再
調
整
の
た
び
に
セ
ン
サ
ー
の
取

り
付
け
取
り
外
し
の
手
間
を
か
け
な
く

て
済
む
。
実
は
、
毎
日
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
、
手
作

業
で
（
笑
）。

吉
田　

は
い
。
い
つ
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
交

替
で
モ
ニ
タ
ー
の
前
に
張
り
付
い
て
管

理
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
効
率
化
は

感
激
で
す
ね
。

田
中　

今
回
、H

O
M

E
 M

A
D

E
 

家

族
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
を
カ

ラ
ー
エッ
ジ
を
使
用
し
て
制
作
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
イ
メ
ー
ジ
し

た
通
り
の
美
し
い
色
を
モ
ニ
タ
ー
で
確

認
し
な
が
ら
創
り
込
め
た
の
で
満
足
し

て
い
ま
す
。

仕上がりをモニターでシュミレーションしながら、自
然なフレアを出すべく、色味を調整していく。イメー
ジを繊細に具現化するには、表示するモニター
の階調表現力や色再現力が不可欠。カンプと
のマッチングもでき、効率よくDGSへデータ渡し

初校
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